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【はじめに】  
 

厚 生 労 働 省 （ 厚 労 省 ） で は 、 労 働 者 に 発 症 し た 「 上 肢 作 業 に 基 づ く 疾 病 の

業 務 上 外 の 認 定 基 準 」 の 要 件 に つ い て 、 以 下 の ３ つ の 要 件 す べ て を 満 た す 必

要 が あ る と し て い る 。  

① 上 肢 （ 後 頭 部 、 頸 部 、 肩 甲 帯 、 上 腕 、 手 、 指 ） に 負 担 の か か る 作 業 を 主 と

す る 過 重 な 業 務 に 相 当 期 間 従 事 し た 後 に 発 症 し た も の で あ る こ と  

② 発 症 前 に 過 重 な 業 務 に 就 労 し た こ と  

③ 過 重 な 業 務 へ の 就 労 と 発 症 ま で の 経 過 が 医 学 上 妥 当 な も の と 認 め ら れ る

こ と  

し か し 、 こ れ ら の 要 件 の 中 で の 「 過 重 な 業 務 」 、 「 相 当 期 間 」 の 定 義 に つ い て

厚 労 省 は 一 定 の ガ イ ド ラ イ ン を 示 し て い る 。 個 々 の 患 者 （ 症 例 ） に お い て 感 受 性

（ s u s c e p t i b i l i t y あ る い は s e n s i t i v i t y ） が 異 な る の で 一 律 に 決 め る こ と は 極 め て 難

し い の が 現 状 で あ る 。  

ま た 上 肢 障 害 の 代 表 的 な も の の 多 く は 加 齢 に よ っ て も 生 じ る こ と が よ く 知 ら れ

て お り 、 上 肢 障 害 が 過 重 な 労 働 に よ り 発 症 し た も の か 、 あ る い は 加 齢 に よ り 発 症

し た も の で あ る か の 判 断 は 極 め て 困 難 で あ る こ と が 少 な く な い 。 「 手 根 管 症 候 群 」

は 閉 経 後 の 女 性 、 手 を よ く 使 う 労 働 者 、 透 析 患 者 、 手 関 節 外 傷 後 患 者 な ど に

好 発 し 、 手 関 節 掌 側 部 で 何 ら か の 原 因 （ 主 に 横 手 根 靱 帯 に よ る ） に よ り 正 中 神

経 が 圧 排 さ れ 、 手 指 橈 側 （ 母 指 、 示 指 、 中 指 、 環 指 橈 側 ） の 痺 れ や 夜 間 痛 に

加 え て 、 母 指 球 筋 の 麻 痺 に よ る 巧 緻 運 動 障 害 を 主 訴 と す る 疾 患 で あ る 。 特 に

中 高 年 の 女 性 労 働 者 に 発 症 し た 手 根 管 症 候 群 患 者 の 病 因 が 業 務 に よ っ て

発 生 し た も の か 、 加 齢 に よ っ て 発 生 し た も の （ い わ ゆ る 特 発 性 と い わ れ て い る も の ）

か の 判 断 は 極 め て 困 難 で あ る 。  

本 研 究 の タ ー ゲ ッ ト 疾 患 と し て 手 根 管 症 候 群 を 選 択 し た 理 由 は 以 下 の と お り

で あ る 。  

１ ． 最 近 の 労 働 環 境 の 変 化 、 つ ま り 重 労 働 よ り も パ ソ コ ン な ど の 繊 細 な 手 作

業 を 要 す る 作 業 が 多 く な っ て お り 、 上 肢 の 作 業 関 連 疾 患 は 多 く な っ て い る

の で は と 予 想 さ れ る 。  

２ ． 上 肢 障 害 を 来 す 疾 患 の う ち 、 最 も 発 生 数 が 多 い 。  

３ ． 診 断 が 比 較 的 容 易 で 明 確 で あ る 。  
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【目 的 】  
 

手 根 管 症 候 群 患 者 の 病 因 が 業 務 に よ っ て 発 症 し た も の か 、 加 齢 に よ っ て 発

症 し た も の （ い わ ゆ る 特 発 性 と い わ れ て い る も の ） か と い っ た 鑑 別 す べ き 要 件 を 明

ら か に す る こ と は 、 本 疾 病 を 来 た す 業 務 に 従 事 す る 労 働 者 に 対 す る 予 防 と い う

観 点 か ら 重 要 で あ る 。 ま た 、 手 根 管 症 候 群 は 閉 経 後 の 女 性 に 好 発 す る が 、 他

に こ れ ら の 年 齢 層 の 女 性 に 加 え て パ ソ コ ン な ど の 操 作 や 手 を よ く 使 う 作 業 な ど を

繰 り 返 し 、 か つ 長 期 間 に わ た り 行 う 労 働 者 な ど に も 発 症 す る 事 が 知 ら れ て い る 。

こ れ ら の 患 者 に 発 生 し た 手 根 管 症 候 群 に つ い て も 同 様 に 、 病 因 を 鑑 別 す べ き

要 件 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。  

 今 回 は 比 較 的 、 当 該 疾 患 の 症 例 数 が 多 い ５ つ の 病 院 を 選 定 し 、 そ れ ら の 病

院 を 受 診 し た 手 根 管 症 候 群 患 者 の 発 症 要 因 （ 例 え ば 年 齢 、 性 、 １ 日 の 仕 事

量 、 職 種 （ 具 体 的 な 作 業 内 容 ） 、 経 験 年 数 な ど ） に つ い て 分 析 し 、 手 根 管 症 候

群 の 発 症 要 因 を 探 る こ と を 目 的 と す る 。  

 副 次 的 に 得 ら れ る 情 報 と し て 、 手 術 術 式 別 （ 開 放 的 手 根 管 開 放 術 あ る い は

内 視 鏡 的 手 根 管 開 放 術 ） の 術 後 成 績 な ど の 違 い の 可 能 性 も 目 的 と し て い る 。  

 ま た 、 手 根 管 症 候 群 に お い て 、 術 前 の 電 気 生 理 学 的 重 症 度 と 手 術 後 の 症

状 改 善 の 関 連 に つ き 、 多 施 設 前 向 き 検 討 を 行 い 、 手 術 の 有 用 性 を 知 る こ と が

で き る と 期 待 さ れ る 。  

 

 こ れ ら の 結 果 に よ り 、 以 下 の 事 実 が 明 ら か に な る と 考 え ら れ る 。  

１ ） 労 働 者 に 発 症 し た 手 根 管 症 候 群 の 職 歴 ・ 職 種 ・ 経 験 年 数 ・ 手 の 肢 位 な ど  

を 分 析 す る こ と に よ り 得 ら れ た 知 見 の 蓄 積 が 可 能 と な る 。  

２ ） 労 災 認 定 手 根 管 症 候 群 患 者 と 非 労 災 患 者 の 病 態 や 職 歴 を 比 較 す る こ と  

に よ り 発 症 に 至 る 作 業 内 容 等 の 危 険 性 を 知 る こ と が で き 、 ひ い て は 発 症 予 防  

に 寄 与 す る こ と が で き る 。  

３ ） 手 根 管 症 候 群 に 対 し て 行 っ た 手 術 法 の 相 違 に よ る 術 後 成 績 の 比 較 が 可 能  

と な る 。  

４ ） 手 根 管 症 候 群 術 後 成 績 の 分 析 が 可 能 と な る 。 特 に 症 状 や 所 見 と し て 、 い つ  

頃 、 ど の 位 、 回 復 （ 改 善 ） す る か が 明 ら か に な る 。  

５ ） 術 後 成 績 に つ い て 評 価 し 、 手 根 管 症 候 群 の 治 療 に お け る 適 切 な 術 式 、 必  

要 な 経 過 観 察 、 期 間 、 病 勢 を 適 確 に 反 映 す る 評 価 項 目 や 予 後 を 規 定 す る  

因 子 な ど の 情 報 を 明 ら か に す る こ と 。  

 

 

 

 



 

3 
 

【方 法 】  
 
 本 研 究 を 行 う に あ た り 、 独 自 の 「 手 根 管 症 候 群 調 査 票 」 を 作 製 し た 。 手 根 管

症 候 群 に 関 す る 一 般 的 な 所 見 、 現 症 （ ２ 点 識 別 能 検 査 、 S e m m e s - We i n s t e i n

検 査 な ど ） に 加 え 、 職 歴 に つ い て の 記 入 を 求 め て い る 点 が 特 徴 的 で あ り 、 作 業

環 境 ・ 勤 務 期 間 と の 関 連 に つ い て 検 討 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 日 本 手 外

科 学 会 認 定 の Q u i c k  DA S H に よ り A D L に つ い て 患 者 立 脚 型 の 評 価 を 行 う こ と

と し て い る 。  

平 成 ２ ６ 年 ４ 月 か ら 平 成 ２ ９ 年 ３ 月 ま で に 、 労 災 病 院 を 中 心 と し た 比 較 的 、 当

該 疾 患 の 症 例 数 が 多 い ５ 施 設 （ 北 海 道 せ き 損 セ ン タ ー 、 釧 路 労 災 病 院 、 横 浜

労 災 病 院 、 北 海 道 大 学 病 院 、 北 斗 病 院 ） を 受 診 し た 手 根 管 症 候 群 症 例 に つ

い て 前 向 き （ p r o s p e c t i v e ） 研 究 と し て 独 自 に 作 製 し た 「 手 根 管 症 候 群 調 査 票 」

お よ び 「 Q u i c k  DA S H 」 、 更 に 神 経 伝 導 速 度 検 査 （ 正 中 神 経 の 終 末 潜 時 ） を 術

前 、 術 後 ６ か 月 、 術 後 １ 年 の ３ 回 に わ た り 評 価 し 、 そ れ ら の デ ー タ を 解 析 し た 。 ま

た 、 手 根 管 症 候 群 と 作 業 環 境 や 作 業 内 容 と の 関 連 に つ い て も 分 析 し 、 労 災

患 者 と 非 労 災 患 者 間 の 成 績 の 差 や 手 術 法 に よ る 成 績 の 差 、 手 術 後 の 症 状 回

復 状 況 の 推 移 な ど に つ い て 分 析 し た 。 し か し 、 労 災 認 定 の 患 者 数 が 少 な い こ と

が 予 想 さ れ る こ と か ら 、 過 去 に 労 災 認 定 さ れ た 手 根 管 症 候 群 例 の 特 徴 お よ び

p r o s p e c t i v e 研 究 と し て 手 根 管 症 候 群 の 術 後 成 績 を ど の よ う に 評 価 す べ き か に

つ い て も 分 析 し た 。  
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【対 象 】  
 
 北 海 道 せ き 損 セ ン タ ー （ 研 究 代 表 者 の 所 属 機 関 ） で は 先 行 研 究 を 行 っ て い

た が 、 ５ 施 設 合 わ せ て 、 本 研 究 に エ ン ト リ ー さ れ て い る 症 例 は 平 成 ２ ９ 年 ３ 月 の

時 点 で 合 計 １ ６ １ 例 １ ９ ３ 手 で あ る 。 性 別 は 男 性 ３ ５ 例 ４ ２ 手 に 対 し 、 女 性 が １ ２ ６

例 １ ５ １ 手 と 女 性 に 多 く 、 平 均 年 齢 は ６ ８ ． ０ 歳 で あ っ た 。 患 側 は 右 ９ ２ 手 に 対 し 、

左 １ ０ １ 手 と 左 右 差 は な く 、 罹 病 期 間 は 最 短 １ か 月 か ら 最 長 ５ ０ 年 、 平 均 ３ 年 ９

か 月 で あ っ た 。 こ れ ら の う ち 、 ８ ７ 例 １ ０ ５ 手 は 術 後 １ 年 の 最 終 経 過 観 察 ま で 可 能

で あ り 、 こ れ ら を 含 め 術 後 ６ か 月 経 過 観 察 が 可 能 で あ っ た 症 例 は １ １ ５ 例 １ ３ ８ 手

で あ っ た 。 術 式 は 開 放 的 手 根 管 開 放 術 （ O C T R ） が １ ２ ０ 手 、 鏡 視 下 手 根 管 開

放 術 （ E T C R ） １ ８ 手 で あ っ た 。 こ れ ら の う ち 現 在 ま で １ 例 １ 手 が 労 災 認 定 さ れ て い

る 。 ４ 例 ４ 手 （ ２ 例 ２ 手 は 両 側 罹 患 例 で あ る が 、 そ の う ち の 一 方 ） は 労 災 の 認 定

要 件 を ほ ぼ 満 た し て い た が 、 患 者 本 人 が 労 災 認 定 を 希 望 し な か っ た た め 、 労 災

認 定 と は な っ て い な い 。 今 回 、 当 該 期 間 に 労 災 認 定 さ れ た 症 例 が あ ま り に も 少

な い の で 、 こ れ ら ４ 例 の 患 者 も 労 災 認 定 さ れ た １ 例 に 加 え て 分 析 す る こ と と し た 。

ま た 、 労 災 に 認 定 さ れ た 患 者 の 特 徴 を 検 討 す る 目 的 で 平 成 ２ ２ 年 か ら 平 成 ２ ７

年 ま で 全 国 労 災 病 院 で 労 災 に 認 定 さ れ た 手 根 管 症 候 群 例 １ ３ 例 に つ い て も

資 料 を 集 め 、 分 析 す る こ と と し た 。  
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【結 果 】  
 

今 ま で に 得 ら れ た 研 究 結 果 は 以 下 の と お り で あ る 。  

１ ． 予 想 さ れ た こ と で あ る が 、 エ ン ト リ ー さ れ た 手 根 管 症 候 群 症 例 の 大 部 分 は す  

で に か な り 前 に 退 職 さ れ た 女 性 及 び 主 婦 を 含 め た 無 職 の 女 性 で あ り 、 明 ら か  

な 労 災 認 定 の た め の ３ 要 件 に 該 当 す る 症 例 は 極 め て 少 な か っ た 。  

２ ． 当 該 期 間 に ５ 施 設 を 受 診 し 、 手 術 を 行 っ た 症 例 中 、 １ 例 （ ５ ５ 歳 ・ 女 性 ・ 飲  

食 店 パ ー ト 、 勤 務 期 間 ２ ６ か 月 ） の み 労 災 に 認 定 さ れ て お り 、 労 災 病 院 グ ル ー  

プ に お け る 労 災 認 定 率 か ら し て 妥 当 な も の と 考 え ら れ た 。  

３ ． ４ 例 （ ５ ３ 歳 ・ 女 性 ・ 銀 行 窓 口 業 務 員 、 ５ ７ 歳 ・ 女 性 ・ 養 護 学 校 教 員 、 ３ ６ 歳 ・  

男 性 ・ 葬 祭 業 、 ５ ６ 歳 ・ 女 性 ・ 調 理 員 ） に つ い て も 作 業 関 連 の 関 与 が 強 く 疑 わ  

れ た 症 例 で あ っ た が 、 労 災 認 定 は さ れ て い な い 。  

４ ． 術 前 、 術 後 ６ か 月 、 術 後 １ 年 全 て の タ イ ミ ン グ で デ ー タ 収 集 可 能 で あ っ た 症  

例 数 は 、 そ れ ぞ れ Q u i c k  DA S H ： ８ ６ 手 、 ２ 点 識 別 能 （ ２ － Ｐ Ｄ ） 検 査 ： ８ ９ 手 、 短  

母 指 外 転 筋 の 遠 位 潜 時 ： ５ ５ 手 で あ っ た 。 そ れ ぞ れ の 値 の 推 移 を 以 下 に 示  

す 。  

 

Q u i c k  DA S H ： 術 前 3 4 . 1 ± 2 . 3 4 、 術 後 ６ か 月 1 7 . 1 ± 1 . 7 5 、 術 後 １ 年 1 5 . 3 ±

1 . 9 2 ( p o i n t ) （ 図 １ ）  

 

図 １  Q u i c k  DA S H  
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２ 点 識 別 能 （ ２ － Ｐ Ｄ ） ： 術 前 8 . 7 1 ± 0 . 4 6 、 術 後 ６ か 月 6 . 2 1 ± 0 . 3 4 、 術 後 １ 年

6 . 1 0 ± 0 . 3 2 ( m m ) （ 図 ２ ）  

 

図 ２  ２ － P D 検 査  

 

遠 位 潜 時 ： 術 前 7 . 3 7 ± 0 . 3 9 、 術 後 ６ か 月 5 . 2 4 ± 0 . 2 2 、 術 後 １ 年 5 . 2 3 ±

0 . 2 4 ( m s e c ) （ 図 ３ ）  

 
図 ３  A b d P B 遠 位 潜 時  

 

い ず れ の デ ー タ に お い て も 、 術 前 か ら 術 後 ６ か 月 に か け て 有 意 な 値 の 改 善 を 示

し 、 術 後 ６ か 月 か ら 術 後 １ 年 に か け て は わ ず か な 改 善 を 認 め た も の の 、 有 意 差

は な か っ た 。  
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５ ． ま た 、 術 前 の 遠 位 潜 時 の 値 が 8 . 0 m s e c 以 上 も し く は 計 測 不 能 で あ っ た 群 を  

重 症 群 （ ９ ３ 手 ） 、 そ れ 未 満 の 遠 位 潜 時 の 値 を 示 し た 群 を 軽 症 群 （ ９ ２ 手 ） に 分

け て 、 ６ か 月 後 の Q u i c k  DA S H 、 A P B 遠 位 潜 時 、 ２ 点 識 別 能 （ ２ － Ｐ Ｄ ） の 術 前 、

術 後 ６ か 月 、 術 後 １ 年 の 計 測 値 を 重 症 群 ・ 軽 症 群 に 分 け て 示 す と 以 下 （ 図 ４ ）

の よ う に な っ た 。  

 

図 ４  遠 位 潜 時 値 で の 郡 分 け  

 

  結 論 と し て は 術 前 重 症 群 お よ び 軽 症 群 の 両 群 に お い て 術 前 と 比 べ て 術 後 ６

か 月 で は 有 意 差 を も っ て 改 善 し た が 、 術 後 ６ か 月 か ら １ 年 で は 改 善 に 有 意 差

は な か っ た （ 図 ５ － １ ～ ２ ） 。  

 
( 左 ) 図 ５ － １  遠 位 潜 時 の 分 類 で の 成 績 比 較 （ Q u i c k  DA S H ）  

( 右 ) 図 ５ － ２  遠 位 潜 時 の 分 類 で の 成 績 比 較 （ ２ P D ）  
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遠 位 潜 時 値 と Q u i c k  DA S H お よ び ２ 点 識 別 能 （ ２ － P D ） と の 相 関 を 見 る と 下

図 の よ う に な り 、 ２ 点 識 別 能 （ ２ － P D ） に お い て の み 、 遠 位 潜 時 と 相 関 数 ｒ ＝

0 . 3 5 6 と 弱 い 正 の 相 関 を 認 め た （ 図 ６ ） 。  

 
図 ６  遠 位 潜 時 値 と の 相 関 に つ い て  

 

６ ． 全 労 災 病 院 で 労 災 認 定 さ れ た 手 根 管 症 候 群 患 者 （ １ ３ 名 ） に つ い て の 分 析  

で は 本 研 究 に 今 回 エ ン ト リ ー さ れ た 手 根 管 症 候 群 患 者 群 と 比 較 し て ① 若 い  

年 齢 層 に 発 症 し て い る 、 ② 男 女 比 が 同 等 で あ り 、 男 性 に 多 く 発 症 し て い る 、 ③  

勤 務 年 数 に つ い て は 一 定 の 傾 向 は 得 ら れ な か っ た 等 の 所 見 が 得 ら れ た 。  

７ ． 私 達 の 症 例 で の 労 災 認 定 ・ 職 業 関 連 と 思 わ れ る 症 例 （ ５ 例 ） を 検 討 し た 。 こ  

れ ら の 術 後 Q u i c k  DA S H の 推 移 を 見 る と 明 ら か な 傾 向 は み ら れ な か っ た 。 労 災

認 定 症 例 と 本 研 究 の 症 例 群 と の 比 較 で は 、 年 齢 が 若 い 男 性 で あ る 特 徴 が あ

っ た 。  

職 業 別 ・ 就 業 か ら 発 症 ま で の 経 過 期 間 を 女 性 に 限 っ て み る と 、 女 性 患 者 に  

詳 細 な 職 歴 を 聴 取 す る こ と で 、 職 業 と 関 連 す る 手 根 管 症 候 群 を 多 く 発 見 で き

る 可 能 性 が 考 え ら れ た 。  
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【考 察 】  
 

手 根 管 症 候 群 と 作 業 関 連 疾 患 と の 関 係 に 関 す る 研 究 は 本 邦 で は 症 例 報

告 が 散 見 さ れ る 程 度 で ほ と ん ど な さ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。  

手 根 管 症 候 群 は 作 業 関 連 疾 患 と し て 存 在 す る こ と は 疑 わ れ る が 、 ま だ 明 ら か

で は な く 、 ま た 、 ど の よ う な 種 類 の 作 業 を 、 ど の よ う な 肢 位 で 、 ど の よ う な 作 業 環 境

で 、 ど の よ う な 作 業 時 間 を 、 ど の よ う な 年 齢 の 労 働 者 で 、 性 別 は な ど 、 ま だ ま だ 解

決 す べ き 多 く の 問 題 が あ る こ と が 明 ら か で あ る 。  

 

本 研 究 は 、 労 災 病 院 に お い て 労 災 病 院 独 自 の ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 非 常 に

い ろ い ろ な 疾 患 ・ 疾 病 の 蓄 積 が 整 然 と な さ れ て い る こ と 、 ま た 患 者 あ る い は 事 業

所 担 当 者 が 労 災 認 定 を 考 え た 場 合 、 多 く は 労 災 病 院 を 受 診 し て い る 可 能 性

が 高 い こ と な ど か ら 、 同 一 疾 患 の 大 き な 集 団 を 分 析 す る こ と が 可 能 と な る と 考 え

る 。 ま た 、 重 労 働 よ り も パ ソ コ ン な ど の 繊 細 な 手 作 業 を 要 す る 作 業 が 多 く な っ て き

て い る と い う 最 近 の 労 働 環 境 の 変 化 に よ り 上 肢 に 発 生 す る 作 業 関 連 疾 患 は 多

く な っ て い る こ と が 予 想 さ れ る 。 従 っ て 、 対 象 疾 患 と し て 手 根 管 症 候 群 を 選 択 し

た こ と は 極 め て 重 要 で あ る と 考 え て い る 。  

従 来 の 手 根 管 症 候 群 に 関 す る 研 究 は そ の 発 症 原 因 よ り も 治 療 方 法 に 力 点

が 置 か れ て い る 傾 向 に あ っ た が 、 今 回 の 研 究 で は 、 多 く の マ ス の 中 で 新 た に 独

自 に 開 発 し た 作 業 関 連 ・ 職 業 経 歴 な ど を 含 め た 調 査 票 、 Q u i c k  DA S H な ど の

詳 細 な 分 析 に よ り 、 作 業 関 連 に よ り 発 生 し た と 考 え ら れ る 手 根 管 症 候 群 の 発

症 原 因 の 特 定 が 可 能 と な り 、 最 終 的 に は 発 症 予 防 の た め の 作 業 環 境 の 設 定

が 可 能 と な る こ と が 期 待 さ れ る こ と が 特 筆 す べ き 点 で あ る 。  

予 想 さ れ る 結 果 と し て は 今 回 の 調 査 研 究 に お い て 手 根 管 症 候 群 の 病 態 を

系 統 立 っ て 調 査 し 、 ま た そ の 発 症 原 因 に つ い て も 詳 細 に 分 析 す る こ と に よ り １ 日

の 作 業 期 間 の 設 定 、 作 業 内 容 の 改 善 や 作 業 肢 位 の 改 善 な ど の 情 報 が 得 ら れ

る こ と が 期 待 さ れ る 。 ま た 、 意 義 と し て は 、 こ れ ら に よ っ て 、 労 働 者 に 発 生 す る 上

肢 の 作 業 関 連 疾 患 （ 特 に 手 根 管 症 候 群 ） の 減 少 を 可 能 に す る こ と が 予 想 さ れ

る こ と で あ る 。  

ち な み に 平 成 ２ ４ 、 ２ ５ 年 度 の ２ 年 間 に 全 国 の 労 災 病 院 で 登 録 さ れ た 手 根 管

症 候 群 の 症 例 数 は 、 総 数 ８ ５ ３ 例 で あ り ４ 例 の み が 労 災 に 認 定 さ れ た と い う こ と

に な る 。 労 災 病 院 内 の 手 根 管 症 候 群 症 例 の 単 純 な 労 災 認 定 率 は ０ ． ５ ％ と そ

れ ほ ど 高 い も の で は な い 。 こ の 値 が 果 し て 、 こ の 程 度 の も の で あ る の か 、 あ る い は も

っ と 高 率 で あ る の か も 検 討 す べ き 意 義 が あ る と 考 え る 。  

本 調 査 研 究 に よ り 手 根 管 症 候 群 を 発 症 し た 患 者 （ 今 回 は 正 中 神 経 支 配 領

域 に 一 致 し た 知 覚 障 害 と 母 指 球 筋 の 筋 萎 縮 や 筋 力 低 下 、 P h a l e n 試 験 陽 性 、

P e r f e c t “ 0 ” t e s t に 加 え て 、 ２ 点 識 別 能 検 査 や S e m m e s - We i n s t e i n 検 査 を 含 む
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臨 床 所 見 、 Q u i c k  DA S H ス コ ア 、 神 経 伝 導 速 度 な ど 詳 細 な 検 査 に よ り 明 ら か な

手 根 管 症 候 群 を 有 す る 症 例 の み と し た ） の 発 症 す る ま で の 作 業 内 容 に つ い て

詳 細 に 分 析 し 、 労 災 と 認 定 さ れ た 場 合 は ど の よ う な 状 況 で あ る か な ど を 知 る こ と

が で き た 。 こ れ に よ っ て 労 災 に よ り 発 症 す る 可 能 性 の あ る 手 根 管 症 候 群 の 予 防

あ る い は 発 症 を 低 減 さ せ る た め の 方 策 （ 作 業 環 境 や 作 業 時 間 な ど ） を 検 討 す る

こ と が 可 能 と 期 待 さ れ る 。  

さ ら に 今 回 の 検 討 で は 手 根 管 症 候 群 患 者 に つ い て p r o s p e c t i v e に 術 前 と 少

な く と も 定 期 的 に 術 後 ６ か 月 、 １ 年 の ２ 回 に わ た っ て 詳 細 な 臨 床 所 見 と Q u i c k  

DA S H  s c o r e 、 神 経 伝 導 速 度 な ど の 検 査 を 行 う こ と に よ り 、 回 復 状 態 を 把 握 す る

こ と が で き る こ と と 労 災 に 認 定 さ れ た 患 者 と 非 認 定 患 者 間 の 回 復 状 況 の 差 も 把

握 可 能 と 考 え る 。 更 に 同 じ 土 俵 で 患 者 を 診 る こ と が 可 能 と な る の で 手 術 方 法 の

相 違 （ 開 放 的 手 根 管 開 放 術 （ O C T R ） 、 内 視 鏡 的 手 根 管 開 放 術 ＝ （ E C T R ） ）

に よ り 回 復 の 違 い が あ る か な ど に つ い て も 症 例 数 が 大 き な 集 団 と な れ ば 比 較 検

討 す る こ と も 可 能 と 考 え る 。 術 後 改 善 時 期 に つ い て は 自 験 例 も 他 の 報 告 と ほ ぼ

同 じ で あ り 、 概 ね 術 後 ６ か 月 を 目 途 と 考 え た 。  

 

遠 位 潜 時 と 術 後 成 績 の 関 連 で は 以 下 の よ う な 報 告 が あ る が 、 本 研 究 の 結 果

で は 遠 位 潜 時 と Ａ Ｄ Ｌ は 相 関 し な か っ た こ と と 、 遠 位 潜 時 と ２ 点 識 別 能 （ ２ － P D ）

は 弱 い が 相 関 関 係 が あ っ た 。  

 

 

【まとめ】  
 
 残 念 な が ら 、 本 研 究 の 主 目 的 で あ る 手 根 管 症 候 群 と 作 業 関 連 に つ い て は 労

災 患 者 の 発 症 が 少 な い こ と に よ り 、 明 ら か な 相 関 を 見 出 す こ と は で き な か っ た 。 し

か し 、 手 根 管 症 候 群 の 術 後 成 績 を 前 向 き に 検 討 す る こ と に よ り 、 術 後 成 績 は

術 後 ６ か 月 後 ま で に 症 状 改 善 が 得 ら れ 、 そ れ 以 降 は そ れ ほ ど の 改 善 が 得 ら れ な

い こ と 、 ま た 術 後 成 績 は 神 経 伝 達 速 度 の 重 症 、 軽 症 に よ ら ず 改 善 が 得 ら れ た こ

と な ど が 分 か っ た 。 更 に 術 後 成 績 と DA S H は 強 い 相 関 を み た こ と な ど が 新 た な 知

見 と し て 得 ら れ 、 今 後 の 手 根 管 症 候 群 の 治 療 法 や 術 後 経 過 な ど に つ い て 重 要

な 情 報 が 獲 得 で き た と 考 え ら れ た 。  



本研究は、独立行政法人 労働者健康安全機構 労災疾病等医学研究・開発、普及事業により

行われた。 

「労働者の健康支援」領域 

テーマ：「作業関連疾患」
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